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研究成果の概要（和文）：ICTの急速な発展で、コマツのアフターマーケット戦略に見られるように、ICTネット
ワークを活用した仮想的産業集積による中小企業の競争力強化の可能性がでてきた。本研究は、日本の製造業中
小企業におけるICTネットワーク活用による競争力強化について調査を行ったものである。調査の結果、現時点
では消費者に近い最終製品の分野で徐々にICTネットワーク化が進んでいるとはいえ、中間部品分野には大きく
浸透はしていなかった。しかし調査過程を通じて、様々な伝統的な産業分野で、革新的な製品開発や経営刷新が
進んでいることが明らかになり、今後の日本の製造業の前進にヒントとなる事例が数多く発掘された。

研究成果の概要（英文）：Rapid progress of ICT(Information Communication Technology) brought us a 
possibility of enhancing competitive competence of manufacturing industry by forming virtual 
industry clustering based on ICT network, indicated as Komatsu's ICT marketing strategy. To clarify 
it, the current status of ICT networking for virtual clustering of Japanese manufacturing SMEs(Small
 Medium Enterprises) was studied. The result showed us that ICT networking has not yet sufficiently 
formed in component manufacturing businesses, though the movement of ICT networking has been going 
on in consumer market businesses in Japan. The fruitful result through this study was that many 
hopeful progresses were found such as innovational development of new products or management 
innovation in some traditional industry fields, and they are very suggestive for advancing Japanese 
manufacturing industry.

研究分野： イノベーション論
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１．研究開始当初の背景	

	近年 ICT 技術の進化により、IoT（Internet	

on	Things）や Big	Data,AI（Artificial	

Intelligence）などの技術を背景にドイツ

や米国などにおいてインダストリー4.0,イ

ンダストリアル・インターネットといった

産業変革の動きがでてきた。そこで日本に

おいても、ICT やインターネットを活用し

た製造業中小企業の新たな産業変革が起こ

りうるのか、またそうした変革がどのよう

に日本の製造業中小企業の直面している課

題の解決に作用するのかといった疑問が、

本研究を開始する動機の一つであった。	

	 特に、我々は、建機製造業のコマツにお

いて行われていた ICT ネットワークを活用

したビジネス・モデル転換に着目し、そう

したネットワークがコマツ建機の部品製造

業者である中小企業にもたらしたある種の

（物理的地理的制約を超えたという意味

での）仮想的な産業集積について研究を行

っていた。その研究の延長として、コマツ・

モデルに類似した ICT ネットワークによる

仮想的な産業集積が日本の製造業中小企業

の競争力向上に寄与するのではないかとの

仮説を抱くようになっていた。	

	

２．研究の目的	

	 製造業の産業集積＝工業集積は、大別し

て資源立地型（地場産業型）、外来移植型（企

業城下町型）、消費立地型（大都市圏加工型）

の 3 つのカテゴリーに分類される。このよ

うな分類は、主として企業の経済活動の立

地依存性から考えられてきたのだが、現代

においてはこれらの枠組みに対して、新た

に考慮すべき点として、以下の 2 点がある。	

１）	グローバル化により「ケイレツ」の

崩壊に代表されるような従来構造の

瓦解が生じていること	

２）	インターネットの進化により物理的

立地以外の企業間連携・仮想的集積

が容易になってきたこと	

我々は特に第二の点に着目し、日本の製

造業中小企業の発展と存続のためには従

来とは異なる企業間連携の構築が必要で

あると考え、ICT 活用などにより地理的制

約を超えて形成される仮想的産業集積化

の現状を明らかにすることとした。	

	

３．研究の方法	

本研究の研究方法の第一の特徴は、自然

科学と社会科学の両視点から学際的なチー

ムにより文献研究とフィールド調査を組み

合わせて研究を進めることにある。製造業

中小企業は、材料開発から流通まで多様な

プロセスを包含し、各段階で異なった知識

やスキルが必要となる。そのため異なった

知識を有する研究メンバーが学際的なチー

ムを形成して取り組むことが必要である。

社会科学系だけでの研究推進は困難なため、

理系分野経営分野両面のバックグランドを

持つメンバーとの混成チームで取り組むこ

ととした。このため研究初年度に設立した

「ものづくり価値革新合同研究会」を通じ、

映像情報メディア学会、研究・イノベーシ

ョン学会、日本 MOT 学会など多くの学会・

研究者および企業とも横断的に連携して

研究を進めることとした。	

	 具体的な研究の進め方としては、前述の

産業集積の３つのカテゴリーを、製造業に

おける上流（材料）、中流（部品、モジュー

ル）そして下流（組み立て、ソフト、最終

製品の販売）というバリューチェーンの中

で位置づけ、この３つの階層ごとに産業集

積化に ICT ネットワークの活用がどのよ
うに作用しているかを多くの企業訪問と

聞き取りを繰り返し行うことで調査した。	

	

４．研究成果	

１）上流過程に於ける調査	

	 原材料を起点としたシーズから派生する



発信型の産業集積では、山口県の宇部興産

やトクヤマなどを中心に聞き取り調査を行

った。これらの事例では、もともと石炭や

海塩といった自然資源や海運輸送に関する

地理的条件や地域社会の人的努力などに依

存して生まれた産業が、原材料の化学分解

や化学合成といった技術的進化と最終製品

の需要拡大の中で独自の発展を遂げてきた。

材料の物流をベースに暗黙知的な技術やこ

れに基づく企業間連携が中心となって多く

の関連企業が周辺に発展しており、比較的

形式知をもとに分業化やネットワーク化が

しやすい電子業界や機械部品産業などのア

ーキテクチャーとは別種の産業形成を遂げ

ており、化成品産業独特の産業分析が必要

であることがわかった。	

２）中流過程に於ける調査	

	 代表的な産業集積としての工業団地につ

いては、日本の工業団地の草分け的な存在

である京都府の長田野工業団地を調査した。

団地内企業約 30 社に聞き取り調査をした

が、こうした工業団地では物資運搬の利便

性、市場への近接性、電力や水の供給など

の環境条件などに関する立地条件が工場誘

致に大きく作用し、誘致された企業の事業

間にはほとんど関係性がない。重要なのは

団地内の企業間のネットワーク形成ではな

く、個々の企業の独立した経営実績と持続

性である。むしろ、他の工業団地との比較

の中で、自治体側の地域経営の中で工業団

地経営がどのように位置付けられ展開され

うるか、という側面の分析が重要であるこ

とがわかった。	

	 次に、集積している企業の事業の相互関

係性が強いケースとして、鯖江市のメガネ

産業を聞き取り調査した。鯖江市の産業集

積の場合、メガネという最終製品形態がコ

マツの建機などと比較すると部品数が格段

に少なく、産業規模の点から地理的産業集

積効果が十分機能しており、ICT を用いた

ネットワーク形成へのモチベーションは弱

いことが判明した。鯖江の場合、産業の起

点は外部からの技術移入であり、地域社会

による企業文化の共有と地域内分業が産業

発展に大きく寄与しており、むしろ地理的

要因が産業発展の基礎となっていた。	

	 こうしたことから、ICT ネットワーク形

成へのモチベーションは、最終製品や産業

の規模が重要な因子であり、部品数の増加

による部品調達への利便性追求が関係して

いると推測された。	

	 このため、最終製品の部品数が多い製造

業産業分野として、航空産業についても聞

き取り調査を行った。具体的には、新潟の

スカイプロジェクトや、米国ではあるがホ

ンダジェット関連などについて調査を行っ

た。その結果、航空産業のひとつの特徴と

して、航空機は人命や安全性に関わるため、

信頼性に対する個別要求が非常に強く規制

や認証が重要なポイントであり、汎用的な

部品調達とはかなり様相が異なるという点

が判明した。一方日本においてはボーイン

グ 787 関連の技術協力が業者間のネットワ

ーク化を急速に進めた模様であり、すでに

米国では GE による航空エンジンに関する

IoT の導入が進められていることから、産

業としてメンテナンスや部品調達が重要な

分野であるため、航空産業での部品供給に

関する ICT ネットワーク化は今後急速に進

む可能性があり注視していかねばならない。	

３）	下流過程に於ける調査	

	 経済産業省が公募した GNT（グローバ

ル・ニッチ・トップ）企業の選出表彰では、

公表はされないものの経済産業省が選考過

程において企業の経営内容を把握している

ので、間接的には GNT としての選出により

経営実績の優良性が確認されているものと

考えられる。そこで、GNT 企業に選出され

た製造業企業をピックアップし、聞き取り

調査を行った。マイクロトーク・システム



ズ（RFIC モジュールの開発・販売）、ナミ

ックス(IC 用充填材などの開発・販売)、ヤ

ナギヤ（食品加工装置の製造・販売）など

を調査したところ、３社ともに、何らかの

形で製造業だけではなく、サービス分野と

の融合を図っていたことが判明した。また、

大企業として経営内容を公開している日本

の優良な製造業として、浜松ホトニクス（光

電管などの開発・販売）も訪問調査を行っ

たところ、ソリューション・ビジネスやカ

スタマイズの要素が同企業の中核的な事業

に結びついていることが確認できた。本研

究では製造業とサービス産業との融合にお

いて、終身雇用や従業員間の協調性を重視

するいわゆる「日本的経営」がプラスに作

用しているとの傾向が見られ、日本の製造

業の競争優位性獲得に関してのヒントにな

るものと考えられる。	

	 GNT 企業は独自の競争力を有することで、

あえて地理的産業集積に頼る必要なく立地

を選択できる。実際前記 3 社は、それぞれ

自社の歴史的経緯に依存した立地に工場を

置いており現業の産業的立地依存性は重要

ではない。すなわち結果的には、企業の独

自技術獲得とサービス業との融合によって、

製造業企業の独立性が高まり、従来の物理

的地理的集積化の影響が希薄になる可能性

を示唆している。。	

	 こうしたことから、より消費者に近いサ

ービス分野として、ミスミ商事を調査した。

ミスミ商事は機械部品などの購入をポータ

ル化し、部品製造業者のある種の仮想的集

積効果を生み出した。ミスミ商事の関係者

に聞き取り調査を行ったところ、このビジ

ネス・モデルが起点となり、印刷業におけ

るラクスルのほか、動物病院の備品産業の

ICT ネットワーク化などが進んだことがわ

かった。こうしたバリューチェーン下流側

で生じている産業の ICT ネットワーク化は、

製造業がサービス業と融合する中で、徐々

に上流にも影響を与えていく可能性がある。	

	 一方で、山口県の旭酒造、福井県のセー

レン、下村漆器等の聞き取り調査を行い、

比較的暗黙知に依存していた手工業的色彩

の濃い伝統産業分野で、近代的工業技術の

導入により技術を企業内で形式知化するこ

とにより、ICT が深く製造や応用に関わる

ことが可能となり、その結果従来は存在も

しなかったようなビジネス・モデルへの転

換が起こるなどの実相が明らかとなった。

これは、近代化されていない産業分野に大

きな潜在的可能性があることを示しており

日本の製造業に対する重要な示唆である。	

	 サービス業との融合や ICT ネットワーク

の活用により、製造業分野で物理的地理的

制約が希薄になることは、地域社会にとっ

ては、産業との関わりに新たな可能性を開

く可能性がある。すなわち、既存の物理的

地理的産業集積の制約が壊れ、地域での新

たな産業形成や企業誘致が起こる可能性を

示唆するものである。	 	
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